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1. はじめに 
 輪講は，何人かのグループで，専門書を読み進

めていくものである．質や量の点で，独習する

には困難な文献を何人かの持ち回りで分担する．

事前に準備した資料を基に，発表者が講義を行

い，参加者同士が自由に議論する．理工系分野

では，例題を確認したり，練習問題を解いたり

といった演習を伴うこともある．相互に教え合

うことで，効果的かつ効率的な学習に繋げる． 
 輪講は，大学のゼミ活動の基本であるが，有志

による自発的な勉強会として開催する場合も多

い．題材の候補には，定番の教科書，古典的な

名著だけでなく，最新の技術紹介や演習書も含

まれる．文献の選択や開催の日程は，参加者の

合議で決める．新たな参加者を募集することも

ある．輪講の進行ペースは，実際の状況に合わ

せ，柔軟に変更される．しかし，自主ゼミでは

強制力を伴わず，途中で立消えになることも少

なくない．進捗状況を可視化し，頻繁な連絡を

誘導するなど，何らかの支援が必要である． 
 また，情報系分野では，個々のプログラム言語

や最新の API の解説，サーバの設定方法やソフ

トウェアの利用方法なども対象となる．このよ

うな題材では，実際に計算機を活用しながら，

内容を確認していくことが重要となる．例題プ

ログラムを実行したり，ツールをダウンロード

したり，ソフトウェアを操作するなど，実習的

な側面が強い．演習についても，紙面で問題を

解くというより，実際にプログラミングを行っ

て，実行結果を確認することになる．  
2. 演習を伴う輪講の支援システム 
 本研究では，情報系分野の文献を題材とし，演

習を伴う輪講を支援するシステム Lexit を提案し

ている[1]．Lexit は，研究室規模の蔵書管理シス

テム BoocLeas と連携する[2][3]．文献共有による

学習支援のうち，共時学習として輪講に着目し

たシステムである．さらに，特にプログラミン

グ演習におけるコードレビューを同期的に行う

ツール Redoc をプラグインとして含む[4]． 
  Lexit では，輪講を図 1 のようなモデルで捉える．

最初に，輪講の一連の流れを考える．1 つのテー

マを決め，計画的・定期的に輪講会を開催する

複数回のまとまりを輪講プロジェクトとする．

決められたテーマに沿って行なわれる，1 回の輪

講を輪講セッションとする．大きな流れとして

は，輪講プロジェクトの提案(発議・検討・計画)，
輪講セッションの事前準備，輪講セッションの

開催中(講義・演習)，輪講セッションの事後処理，

輪講プロジェクトの総括となる． 
3. 輪講プロジェクトの管理 
輪講プロジェクトの発議時には，参加者の区

分，対象文献の分野，期間や方法などを仮決め

する．参加者の区分では，ゼミ生やサークル生

など対象とする参加者の範囲を選択する．対象

文献の分野の選択では，Ruby の解説書，教育支

援システムの論文のように，文献まで決めずに，

分野を決める．期間は，開始・終了予定の時期

を考える．方法は，講義のみや，演習付きなど，

形態を選択する．そして，仮の案を，参加希望

者と議論し，参加者や文献，期間，方法を確定

する．輪講プロジェクトの情報が確定したら，

輪講セッションごとの，分担，日時，担当者の

一覧を作成する．このとき，全ての輪講セッシ

ョンの詳細を決める必要はなく，今後数回分を

決めるだけでもよい．全ての輪講セッションが

終了したら，輪講プロジェクトを終了する． 
4. 輪講セッションの管理 
 輪講セッションの事前準備は，発表者が，文献

の精読，精読ノートの作成，提示資料・課題資

料の作成をし，進捗状況の報告と作成物の提出

を行う．精読ノートは，文献を精読した際に作

成するメモである．提示資料は，講義時に用い

るプレゼンテーション用のスライドである．課
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題資料は，参加者に解答させるための練習問題

である．追加で，発表練習と，他者への確認を

行なう場合がある． 
 輪講セッションの開催中に，発表者は提示資料

を用いて発表をする．発表中に課題資料から演

習を行う場合もある．開催中に参加者は，発表

への理解度を示したり，発表に意見をしたり，

課題資料を解くこともある．他者へ影響のある

行動ではないが，参加者はそれぞれ発表中に，

理解を深めるため個別のノートをとる．課題資

料の問題が，プログラミング問題の場合には，

提出後にコードレビューをすることもある． 
 輪講セッションの事後処理では，発表に対して

の講評を記入する．聴講者は，発表者の作成資

料やプレゼンテーションに対して，意見やアド

バイス，理解度をフィードバックする．発表者

は，聴講者からの講評をもとに，反省する． 
5. 輪講支援システム Lexit の試作 

Lexit の試作版は，Linux 上のサーバとして，

Ruby on Rails で開発している．データベースは，

PostgreSQL で管理する．システムは，プロジェ

クト管理とセッション管理に分かれる．プロジ

ェクト管理のモジュール構成は，発議，検討，

計画，総括からなる(図 2)．セッション管理のモ

ジュール構成は，準備，講義，演習，復習から

なる(図 3)．試作版では，プロジェクト管理の基

本的な機能のみを実装している(図 4)．セッショ

ン管理は，先行研究の暫定版を改良中である． 
6. おわりに 
情報系分野の文献を対象に，演習を伴う輪講

を支援するシステム Lexit を提案している．輪講

をプロジェクトと捉え，セッションの進行とし

てモデリングした．これに基づき，輪講支援シ

ステムの機能を検討し，試作版を実装した．試

用実験では，ユーザ評価として多くの意見が収

集できた．これらを基に，システムの開発を進

め，実際の運用を行っていく． 
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図 1 輪講の進行モデル 

図 2 プロジェクト管理のモジュール構成 

図 4 輪講支援システムの画面 
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図 3 セッション管理のモジュール構成 
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プロジェクトの発議と検討

・ 主催者が要件を提示し、輪講を発議
・ 賛同者と協議し、文献を確定
・ 賛同者のうちから、参加者を確定

プロジェクトの計画と総括

・参加者で合議し、日程と分担を決定
・必要に応じて、監修者から助言
・主催者が輪講を総括

セッションの事前準備

・ 発表者が配布と提示の資料を作成
・ 発表者が進捗を報告し、助言を募集
・ 発表者が完成した資料を公開

演習における解答検討

・発表者が課題の解答を公開
・皆で解答について議論
・発表者は解答を修正
・全体としての結論へ

講義における資料提示

・レジュメを配布し、各自がメモ
・提示資料を用いた口頭発表
・質疑応答や内容議論

セッションの事後処理

・出席者が講評の記入
・欠席者が輪講ログをリプレイ
・参加者各自が復習
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